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32025年３月期 業績サマリー

中古車販売店向けのネクスリンクの卸売を中心に取引を拡大

物価上昇に伴うリユース用品に対する需要拡大は引き続き継続

リユース業態

流通卸売業態

V 継続的な新規出店及び来客数の増加により直営店・FC店ともに売上高は好調に推移し、

  前期比を大きく上回る

V 下期繁忙期の直営店の中古スタッドレスタイヤの販売は前年同期比122％と

大きく増加

V 直営店売上高は計画を上回ったものの、前期比でFC新規出店数が減少したことで

出店時の加盟金、工事・什器等の収入が計画を下回る

V 中古車販売店向けのネクスリンクの卸売が前期比111.9％と大幅増収

V 前々期に新品タイヤ値上げや暖冬等の影響を受けたタイヤ流通センター向けの卸売は

回復基調

V ネクスリンクの卸売が大幅増加の一方で卸売の粗利率が計画を下回る



42025年３月期 業績サマリー

785 百万円

前期比  +22.9％

当期純利益

13,981 百万円

前期比  +11.3％

売上高

1,044 百万円

前期比  +8.3％

営業利益

1,083 百万円

前期比  +11.1％

経常利益

11.3％増収、8.3％営業増益・過去最高売上高＆利益

V 直営店で３店舗、FC店で５店舗、サイクルズで３店舗の新規出店

V リユース業態で前期比8.9％増収、流通卸売業態で前期比14.8％増収で順調に推移

V 海外出店 アップガレージUSA１号店が４月末にオープン

(※海外子会社との決算期ずれにより連結業績への影響は2Qから)

V 流通卸売業態はネクスリンクの卸売が前期比111.9％の大幅拡大

大幅増収 増益 大幅増益 大幅増益

計画比   103.6％ 計画比   95.0％ 計画比      97.4％ 計画比   110.4％

V 繰延税金資産の回収可能性の見直し及び賃上げ促進税制の税額控除等により当期純利益は

大幅増益、期末配当は3円増配の32.5円に上方修正



2024年３月期 2025年３月期 増減額 増減比

売上高 12,557 13,981 1,424
111.3％

売上総利益 5,066 5,580 514
110.2％

売上総利益率 40.3％ 39.9％

営業利益 964 1,044 79
108.3％

営業利益率 7.7％ 7.5%

経常利益 975 1,083 107
111.1％

当期純利益 639 785 146
122.9%

52025年３月期連結業績

リユース需要拡大、ネクスリンクの卸売拡大により大幅増収、増益により、

過去最高の売上高、利益を達成

ˢ ӡʿ ˣד

大幅増益

大幅増収

増益

増益

大幅増益

2025年３月期
通期予想(参考)

13,500

－

－

1,100

8.1%

1,112

711



6売上高・営業利益 推移

営業利益（百万円）売上高（百万円）

9,922
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7売上高・営業利益 四半期推移

営業利益（百万円）売上高（百万円）

2,528
2,603

3,316

2,908 2,790 2,751

3,578 3,436
3,280

3,115

4,016

3,569
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2023年3月期 2025年3月期2024年3月期 2023年3月期 2025年3月期2024年3月期

好調なリユース業態、流通卸売業態ともに拡大
四半期推移においても増収増益を継続

4Q比較

+ 3.9％

前期比

+ 11.3％

4Q比較

+ 3.0％

前期比

+ 8.3％



82025年３月期 連結主要販管費

( (ד 2024年３月期 2025年３月期 増減額 増減比

人件費 1,884 2,066 181 109.6％

地代家賃 448 489 40 109.0％

広告費 399 390 △8 97.8％

運送費 363 382 19 105.3％

減価償却費 244 303 59 124.3％

その他 760 903 142 118.8％

販管費合計 4,101 4,536 434 110.6％

販管費率 32.7％ 32.4％
2024 3Ὦṍ 2025 3Ὦṍ

32.7％ 32.4％

販管費率の推移

売上高の増加、人的資本投資、継続的な出店・設備投資及びUSA出店関連費用等によって、全体
的に費用が増加したものの、適切なコストコントロールにより、販管費率は前期比で低下



2025年3月期
営業利益

ˢ ˣד

2024年3月期
営業利益

流通卸売
FC・その他

販管費

直営店

直営店売上高増加・粗利改善

人的資本投資及び売上高増加に
伴う費用増

92025年３月期 営業利益 増減分析

964

316
111

87

△434

1,044

増収効果、販管費コントロールにより、人的資本投資費用をこなし、
過去最高の営業利益で着地



10当社グループの売上分類構成について

リユース業態 流通卸売業態

自動車業界に特化した人材紹介サービス

リユース業態

リユースと流通卸売が売上の2本の柱



11業態別売上分類一覧

( (ד 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 増減額 増減比

店舗売上 4,895 5,389 5,892 502 109.3%

フランチャイズ関連 1,137 1,244 1,305 61 104.9%

EC手数料・WEB広告 201 226 230 3 101.5%

海外EC 223 279 212 ̚67 76.0%

USA(2Qより) － － 120 120 ˵

本部・その他 412 447 502 54 112.3%

タイヤ流通センター 1,961 1,630 1,971 340 120.9%

ネクスリンク
(受発注プラットフォーム)

2,501 3,308 3,700 392 111.9%

人材紹介サービス 35 50 52 2 104.5%

連結調整 △12 △21 △7 13

連結売上高 11,355 12,557 13,981 1,424 111.3%

売上構成約60％

リユース業態

流通卸売業態

売上構成約40％
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( (ד 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 増減額 増減比

リユース業態

店舗売上 4,895 5,389 5,892 502 109.3%

フランチャイズ関連 1,137 1,244 1,305 61 104.9%

EC手数料・WEB広告 201 226 230 3 101.5%

海外EC 223 279 212 ̚67 76.0%

USA(2Qより) － － 120 120 ˵

本部・その他 412 447 502 54 112.3%

6,869 7,588 8,263 675 108.9%

売上高リユース業態

USAχ τ ΜʺᵤᵰECΥ ṍπᾚ ΰθϜχχUSA ‰Υ ϢϤϜ ΦΨ ᵕϤʺᵤᵰECρUSAχ›▄πψ
ὓᵊ Ϥχ

リユースへの需要拡大は引き続き継続して8.9％増収



2023年3月期 2025年3月期2024年3月期
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13

カー用品、バイク用品のリユースへの需要は年々増加
アップガレージチェーン（直営・FC）合計売上高・買取金額は右肩上がりに推移

チェーン合計（直営・FC） 四半期推移リユース業態

1,296
1,255

1,652

1,310
1,387

1,329
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1,447 1,399

1,930

1,454

0
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チェーン合計買取金額（百万円）チェーン合計売上高（百万円）

2023年3月期 2025年3月期2024年3月期

4Q 比較

+ 6.5％
4Q 比較

+ 9.5％

前期比

+ 7.8％
前期比

+ 6.8％
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14リユース業態 売上分類 － 店舗売上

店舗売上高（百万円）

売上総利益率（％）

ˢ ṍ 4 ˣ
直営店

新規出店 3

既存店

売上高 102.6 ˢ ṍ 102.4̋ˣ̋

直営店

客単価 104.1 ˢ ṍ 103.5̋ˣ̋

前期以前からの継続的な出店及び既存店の好調により、直営店売上高は9.3％増収
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56.4̋

57.8％

中古需要の拡大、利益率改善の施策によって粗利率、客単価の上昇は継続

57.4̋
ד12,410

13,370円
ד12,850

5

4

買取販売力向上、取付作業メニューの拡充、新品価格の上昇に伴う

リユース品価格の上昇などにより、利益率、客単価は上昇傾向

リユース業態 売上分類 － 店舗KPI

直営店売上総利益率 直営店客単価 直営店新規出店

3店舗



16リユース業態 売上分類 － 店舗KPI
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FC店売上高が好調に推移したことで、ロイヤリティ収入等が増加

ṍ πFC ṛ Υᾚ ΰθάρπFC ⱲχῬⱧʾ Ṁ χ ψᾚ ρσμθϜχχʺ

ТжрЎаϱЇḩ πψ4.9̋

564 578 621

335
371

392

184
228

21753

65
74

03060901201501802102402703003303603904204504805105405706006306606907207507808108408709009309609901020105010801110114011701200123012601290132013501380

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

1,137
1,244

ˢ ˣד

リユース業態 売上分類 － フランチャイズ関連 17

1,305

кϱбзГϰʾ

ᴥ Ỳ

Ặ ῲ⁮

Ṁ

FCζχ

ˢ ṍ 9 ˣ
FC店

新規出店 5

既存店

売上高 106.3 ˢ ṍ 102.5̋ˣ̋

全店

売上高 107.2 ˢ ṍ 103.3̋ˣ̋



リユース業態 売上分類 － フランチャイズ関連 18
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( (ד 2023年３月期 2024年３月期 2025年３月期 増減額 増減比

流通卸売業態

タイヤ流通センター 1,961 1,630 1,971 340 120.9%

ネクスリンク
(受発注プラットフォーム)

2,501 3,308 3,700 392 111.9%

4,462 4,939 5,672 732 114.8%

流通卸売業態 売上高

前々期に値上げや暖冬等の影響を受けたタイヤ流通センターは回復基調、

ネクスリンクは取引拡大により二桁増収が継続
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1,961 1,630
1,971

2,501 3,308

3,700

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期

4,939

5,672

流通卸売業態 売上分類

10.0%
9.1%

9.9%

タイヤ流通

センター

新規加盟 13 ˢ ṍ 13 ˣ

4,462

ˢ ˣד

タイヤ流通センター

ネクスリンク

売上総利益率

導入企業数や商品ラインナップの増加により中古車販売店向けのネクスリンクは
11.9％の増収



21流通卸売業態 売上分類
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流通卸売業態売上高 四半期推移（百万円）

̙タイヤ流通センター

̙ネクスリンク

946 954

1,330
1,232

1,029 1,046

1,333

1,531

1,363
1,303

1,599

1,406

前4Qに大口スポット取引獲得により大幅増収、
今期は継続取引へ移行し、通期では増収となった
ものの、4Q比では前期の反動により減収
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2025年３月期（中期経営計画１年目） 振り返り 23

循環型社会（サーキュラーエコノミー）における

Mobility Parts の中核的サービスプロバイダー

将来の企業像｜

実現のための３本柱

マーケットの拡大 人的資本強化

2035～2040年

1

¸ 国内：

直営 3店舗、FC 5店舗、

サイクルズ 3店舗

¸ 海外：

アメリカ(カリフォルニア州)で

1店舗目をオープン

¸ 中古チャイルドシート、

ベビーカーの取り扱いを開始

2 循環モデル 拡張・効率化 3

¸ BtoBの法人買取が前期比120％と

大幅に増加

¸ アプリインストール数が累計約40万回

を突破、買取査定見積の電子化、

アプリクーポン配布、プッシュ通知等、

1to1マーケティングによる販促強化

¸ スタッドレスタイヤレンタルサービス

の完全WEB予約化

¸ 買取端末の棚卸機能開発により、

棚卸の大幅な省力化、効率化を実現

¸ 全国のアップガレージ店舗で

働く女性を対象とした

ウーマンミーティングを実施

¸ 次世代経営者育成研修を開始

¸ 従業員外国籍比率が

10.3％に増加（前期末9.2％）

企業像

実現のための
３本柱

売上高 207.4億 営業利益 22.8億円中計期間 2029年3月期の計画｜

営業利益 時価総額

100億円 1,000億円
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2026年３月期 重点施策 24

◆出店計画

・直営 5店舗

・FC 10店舗

・サイクルズ 5店舗

・USA 1店舗

◆モビリティ商品・関連サービスの拡大

◆利益率の向上

◆循環モデル拡張・効率化

2024 3Ὦṍ 2025 3Ὦṍ 2026 3Ὦṍ

24

2024 3Ὦṍ 2025 3Ὦṍ 2026 3Ὦṍ 2024 3Ὦṍ 2025 3Ὦṍ 2026 3Ὦṍ

直営店新規出店 FC店新規出店 ｻｲｸﾙｽﾞ新規出店

4店舗

5店舗

(計画)

3店舗

10店舗

(計画)
9店舗

5店舗

5店舗

(計画)

3店舗3店舗

●前期に確認したドミナント出店効果を基に、出店商圏エリアを
 見直し、継続的な出店によるマーケットの一層の拡大を目指す

●販売価格変更のシステム自動化による単価UPと回転率の向上

●アプリ会員向け販促施策強化によるデータ基盤の整備と販売強化

●法人営業強化(法人買取、ネクスリンク、タイヤ流通センター)

◆人的資本強化 ●25年4月入社新卒の初任給を30万円に増額、若手の店舗従業員の
 給与テーブル見直しに伴う給与増額



252026年３月期 業績予想

※ ʿ зТ϶˔Э▀Ộ זּ зг˔ІὊↄ ˮзг˔ІД˔ЌУАϼ2024˯

578億円

2018年 2023年…

中古カー用品市場

アップガレージチェーン
（直営＋FCの売上高）

684億円

当社
シェア

36.3%248億円

603億円

… 2020年
-5.0%

-3.0%

-1.0%

1.0%

3.0%

5.0%

2024年2023年2022年2021年

実質賃金(前年比)

物価指数(前年比)

※ ʿῡ ˮ ὮỠ ὓ ₰˯

中古カー用品市場規模 物価指数・実質賃金

物価の上昇と実質賃金のマイナスが継続
リユース用品に対する需要拡大は今後も継続することが見込まれる

中古カー用品市場は年平均成長率3-4％で拡大する中、
アップガレージチェーン(直営・FC)合計売上高は市場成長
を上回る年平均成長率7％で拡大

賃金の増加を上回る物価の上昇が継続しており、
実質賃金のマイナス状態が継続
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( (ד
2025年３月期

実績
2026年３月期

計画
増減額 増減

売上高 13,981 15,500 1,518 10.9%

営業利益 1,044 1,315 270 25.9%

経常利益 1,083 1,325 241 22.3%

当期純利益 785 851 65 8.3%

ROE 18.2％ 17.4％ － －

ROIC 14.1% 15.2％ － －

2026年３月期 業績予想

前期比 10.9%増収、営業利益は25.9％増益
継続的な売上・利益成長で資本コストを上回るROE、ROICの向上を目指す

̞ROIC=(ְỘ ×׃ (1˵ ))÷ ᴞⱢ

リユース業態

流通卸売業態

V リユース用品に対する需要拡大は今後も継続を見込む、継続的な新規出店

と既存店の利益率の改善を目指す

V 下期からフランチャイズ収入の価格改定(ロイヤリティ料率、加盟金)

V USAは通年PL寄与による売上高、粗利率の上昇と2店舗目の出店による

管理費負担の低減化を目指す

V タイヤ流通センター売上高は前期比105％ 、ネクスリンク売上高は

前期比114％

V ネクスリンクの導入企業の拡大と取扱高の増加、利益率の改善を目指す



272026年３月期 業績予想

2025年３月期
実績

2026年３月期
計画

増減

直営店 新規出店（拠点数） 3 5 2

FC店 新規出店（拠点数） 5 10 5

タイヤ流通センター 新規加盟 13 30 17

サイクルズ 新規出店 3 5 2

USA 新規出店 1 1 0

直営店全店売上高前年比 109.7％ 108.5％ △1.2%

直営店既存店売上高前年比 102.6％ 102.0％ △0.6%

FC店全店売上高前年比 107.2％ 108.0％ 0.8%

FC店既存店売上高前年比 106.3％ 105.0％ △1.3%



28米国政府による関税措置の影響について

連結売上高に占める海外売上比率は約2％程度であり、2026年３月期業績への影響は僅少

V 日本から海外への越境EC販売のうち約6割が米国向け

V 販売条件が「DDU (Delivered Duty Unpaid )※関税購入者負担」となっており、当社費用負担は発生しない

◆海外EC

◆USA店舗

V EC販売の受注減少のリスクについて、今後の動向を注視

V 現地店舗での買取・販売を軸とした循環型のビジネスモデルが基本

V 一部の日本から輸入する在庫は今後追加関税の対象となるものの、現地店舗の買取在庫が8割を超えているため、

直接的な影響は軽微



292026年３月期 配当予想

上場以来連続増配を継続

当社グループ株主還元方針

配当性向30％を目標水準として毎期継続

的に株主還元を行う方針

実績

24.5円 期初予想実績

21円

̞ ᶤ― ῇ

記念配当

2.5円

2023年3月期 2024年3月期 2026年3月期
予想

1株当たり年間配当金の推移

中期経営計画では配当性向目標水準40％

への段階的引き上げにより、株主様への

利益還元強化を目指す

2025年3月期

実績

32.5円

2029年3月期
(中期経営計画
最終年度)

29.6%
30.2%

32.7%
33.9%

40.0̋
̔

予想

36.5円

配当性向
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自動車・バイクのパーツをモビリティーパーツへ市場拡大

31企業理念

ブランドスローガン

実現したい未来/目指す姿
モビリティパーツ取引のリーディングカンパニーとして、取引の利便性を高め、
国内外での場や機会を増やすことで、市場を拡大する

行動指針/持つべき気持ち/とるべき行動
自主性や主体性を持って挑戦する。お客様や取引先に対して誠実に接して、協力
をおしまず、楽しんでもらう

未来軸

日々の果たす使命/役割
安全かつ価値ある形でのパーツの取引や取付を行い、システムや人材を開発する
ことで、モビリティライフの充実を推進する

価値観/価値基準/約束する価値
カスタムによる高揚感や楽しさ、充実した時間と空間を提供することで、リユー
スでのパーツの売買をライフスタイルとして定着させる

個人軸
（社員）

市場/社会軸
（消費者/株主など）

MISSION

VISION

ACTION

VALUE
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サイクルズ９店舗目となる、

アップガレージサイクルズ相模原由野台店をオープン

直営店新規出店 (4Q)

アップガレージサイクルズ相模原由野台店

ʿ ᾉ ᾖ◕ Ỹ״ 1-1-5

︡ӌʿ ᾥꜛ כּ

2025年2月6日オープン ְ

完全キャッシュレス化の店舗は初の試み

商圏見直しによるドミナント戦略も順調に進行

相模原中央店 相模原陽光台店 相模原駅前店 ナップス相模原橋本店

銀行振込

買取時の支払方法は、お客様が以下から選択

セブン銀行 ローソン Amazonギフトカード
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アップガレージ１店舗、ライダース２店舗、タイヤ流通センター３店舗を新規出店

FC新規出店(4Q)

タイヤ流通センターエネオス清水店

ʿꜟⱪ ᾉ ◕⁯ Ⱬ 894-1

︡ӌʿ Ќϱб

2025年2月1日オープン

タイヤ流通センターエネオスユアーズあいら店

ʿꜟⱪ ᾉҽ ◕ ╦ẋ 2172

︡ӌʿ Ќϱб

FC

2025年2月1日オープン FC

アップガレージライダース青森三沢店

ʿ ᾉ╣ ◕ ᾖ 2 -31-223

︡ӌʿ ᾥϸ˔&Нϱϼ

2025年3月15日オープン

アップガレージ岡崎北店

ʿһ ᾉᴎ≤◕ ͏-͍

︡ӌʿ ᾥϸ˔&Нϱϼ

FC

2025年3月21日オープン FC

タイヤ流通センター伊勢永光自動車店

ʿ╣ ᾉ ᵓἬỜ ḵ 509-4

︡ӌʿ Ќϱб

2025年2月21日オープン FC

アップガレージライダースナップス座間店

ʿ ᾉ℅ḧ◕ ἢᾖ6 -32-32

︡ӌʿ ᾥНϱϼ

2025年3月22日オープン FC



34海外展開

ガーデングローブ店での販促・USAのSNS強化によるブランド力向上

USAインスタグラムでの投稿で

インバウンド対応・

日本の店舗の認知度向上

オリジナルグッズを

現地生産して販売



35人的資本強化

独自の採用手法で

車好きの人材を確保

勉強会の開催で

DX人材を育成

大学自動車部員を対象に、

「就職相談走行会」開催

DXリーダー(東大院卒社員)に

よるデジタル人材勉強会開催



36システム・DX強化①

店舗・EC・顧客を繋ぐアップガレージ IDにより、1 to1マーケティングを強化

アップガレージアプリ、2022年11月のローンチから順調にインストール数増加

70倍

22 11Ὦ 25 3Ὦ

401 ,000

5 ,600

アプリ使用のメリット

アプリ内限定クーポンがもらえる

プッシュ通知が便利 (キャンペーン、入荷情報)

見積書の確認が可能 (手元で紙の保管が不要)



37システム・DX強化②

Googleビジネスプロフィール

評価点数

棚卸アプリの改善により、在庫確認の時間を大幅縮小

★4.46
★3.3

ᴂ

₈ᵕ ►

20̋ ︡Ỳᶛ ˂

WEB ︡ ↄ

₰ ḻ 30

₰

︡ Ỳᶛ ˂

2 4 Ặ

Ωự ꜛ כּ

ˑ

最大56%削減 (アップガレージ越谷店 )

( 2 0 2 0年 )

( 2 0 2 5年 ) 効果があったもの：画像確認での捜索作業・コード読み取り・スマホ端末への対応

DXによる店舗運営の進化と接客時間増加に伴う顧客満足度の向上
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2024 3Ὦṍ 2025 3Ὦṍ

йрЌиὯ 660 655

Ỳᶛˢ ˣד 1,404 2,041

0

500

1000

1500

2000

・対面予約から完全WEB予約へ

・タイヤの在庫管理とPIT管理を全自動化し、

事務処理の時間を大幅短縮

システム・DX強化③

・DXによる接客時間の増加により、来店時には

付加サービスを提案することにより、

レンタルサービスのお客様単価が

約9,900円上昇 (約46％増)

DXによる店舗運営の進化と接客時間増加に伴う顧客満足度の向上



39東京オートサロン2025出展

25周年に関わる企画展示も好評

・パーツ活用の可能性・新たな形でのSDGsの明示を目的としたアートコンペティションを開催。

現地展示された最優秀作品は、X (旧Twitter ）にて348万件のインプレッションを記録。

「最も印象に残った出展ブース」アンケートにて６位を獲得

・恒例の“ 乗りたい新車”１位を決める投票イベント「JAPAN CAR AWARDS」では、

総数約94万票を獲得。得票数× 1円＋アップガレージグループからの寄付金の合計＝

120万円を交通遺児等育成基金へ寄付。

・SUPER GTに出走したNSXのパーツを販売。収益は能登半島地震の被災者支援へ。

（非自動車メーカーでは１位）
※2025東京オートサロンイベントレポートより



40サスティナビリティ基本方針に基づく活動①～ 企業の継続的な成長

日 時：2月16日 14:00～

会 場：名古屋市中区

主 催：株式会社殿中様(@nagoya_kabuoff ）

参加人数：86名

今後の開催予定

5月 機関投資家様向け決算説明会

  神戸投資勉強会@神戸

6月 Kabu Berry@東京

個人投資家様向けIR説明会に参加



41サスティナビリティ基本方針に基づく活動② ～環境保全活動

2024年度富士山清掃

当社が加盟する日本リユース業協会での取り組みとして、

2009年から富士山清掃（特定NPO法人富士山クラブの協力）に参加。

自社業務とは異なる観点から、持続可能な環境に対する意識向上を促進。
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継続的な従業員満足度への取組み

従業員が成長できる職場づくりを重要視し、従業員エンゲージメントスコアによる

定量的観測実施。従業員の期待度や満足度を可視化することで組織の課題を解決し、

マネジメントや人事制度を整備。

2020/2 2021/2 2024/32023/32022/3

ǒ

ǒǒǒ

ǒCCC

BBB

AAAA AA
レーティング推移

2025/3

ǒ

AA

サスティナビリティ基本方針に基づく活動③ ～ Social⑴
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平均勤続年数 7年2ヶ月

社内プロフェッショナルドライバーの育成

離職率 8.9%

外国人社員比率 10.3％

当社では車好き・レース好きな社員が

公的な大会に参加できる労働環境・資金を提供し、

社員ドライバーを育成しています。

石澤 一哉 中村 竜也吉原 將大田口 和也

サスティナビリティ基本方針に基づく活動④ ～Social⑵

モータースポーツを通じて

日本と海外を繋ぐ活動を行う社員も創出しており、

社員にとって働き甲斐のある会社づくりを

推進しています。

働き甲斐のある会社づくりに関する取組

（ 6年10ヶ月） （18.3%）

(9.2％)

( ）は前年

女性管理職比率 16.6% (9.1％)
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45事業概要

ʺψזּ ᾥϸ˔̍Нϱϼ

χзг˔ІⱧỘϯАФϹ

й˔Ѕχְ֫ρ ϸ˔

ḼᵊⱧỘϬ︠꞊ρΰθⱧ

Ộᵓּזπβʻ

ϯАФϹй˔ЅⱧỘ

ḼᵊⱧỘ

ᾥχϸ˔ ʺНϱϼ χ

︡ Ϭ ְ ρТжрЎа

ϱЇπ ⁯π ᵫʻ

︠τFCᴥ ẉό ᾥּכỘּי

ϒΰΪθʺ ϸ˔ ʺНϱ

ϼ χ Ḽᵊᴙ ⱧỘʻ

㈱アップガレージグループ
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全国にチェーン展開する

中古カー＆バイク用品専門店



47創業の経緯

ᾥО˔БϬˮӗΨ︣τ ϦθΜ˯ ︣ρʺˮ ᴣᶊπ ẀΰθΜ˯ ︣ϬὌΩЫ˔ϾАЕχ

Ϭᶎ ΰʺϯАФϹй˔ЅϬ ỘΰϘΰθʻ

ᾥּכỘχ ϣ◐ϛθ

ᾥО˔Б Υ Ῠ

ᾥּכỘΤϣ ᾥО˔БⱧỘϬ

ІСрϯϳЕ

19991980
需要を確信



48従来の中古パーツ売買におけるお客様の悩み

アップガレージ

存在前の悩み

V ᾥО˔БϬḛ τ ϥάρΥπΦσΜ˂

V ᾥО˔Бχᴣ Ϭ ᴣΰοΨϦσΜ˂

中古パーツを売りたい人の悩み

V ︣τ ϦθΜ ᾥО˔БΥ μοϥ ΥσΜ˂

V О˔Бψ‰ΜχπʺӗΨ︣τ ϦθΜ˂

V ᾥψД˔ЌЦ˔ІΥσΜχπʺ Ϭ ΰγϣΜ!

V ᾥО˔Бψʺӗ ʾ ΥσΨ ι!

中古パーツを買いたい人の悩みᾥϸ˔О˔Бψʺ ΜξϣΨʾ

ϤξϣΜϜχπΰθʻ



49顧客課題の解決 アップガレージの循環モデル

ᾥϸ˔̍Нϱϼ χ ︡ Ϭ ְ ʾТжрЎаϱЇπ ⁯ ᵫΰοΜϘβʻ

︡ʺ ᴟʺД˔ЌЦ˔Іᴟʺ χ ḕϬ“μοΜϘβʻ

︡ χ ᾁ ʾϼз˔ИрϽʾ

Ϭ“Μʺ ᴣ Ϭ™ ʻ

商品化

ᵃẠχ ︡ πΚϥД˔Ќ

Ц˔ІϬᶨ ΰʺ ᴣᶊπ ︡ʻ

買取

︡ ͍ ͍ ϬД˔ЌЦ˔Іτ

ΰʺ∕ᾫḚ Ϭם☼ʻД˔ЌЦ˔І

Τϣ χ∕ᾫᾁ┤ẉό ︡ϤṄ

δΥᴦ ʻ

データベース化

⁯ ᵫΰοΜϥ ΣϢόECτοʺ

Д˔ЌЦ˔Іᶨ τϢϥ ᶮν

з˔ЇЗУиσᴣᶊπ Ϭ ʻ

ϘθʺΩ ͍ ḧχ Ϭ ΪʺΣ

ẁ τӗ ʾ Ϭ ằʻ

販売

1 2

4 3



50アップガレージ事業 事業モデル

中古カー用品全般を取り扱うアップガレージに加え、

バイク・ホイール・自転車専門店、

カスタム化された特徴ある中古車の買取販売店、

新品タイヤ販売チェーンを展開しています。

ᾥϸ˔ χ ︡ʾ Ϭ“Ξ

ЮϱрУжрЖ

̞ ψ ְ ʾFCḯϚ

2025 ͏Ὦ Ⱳ χ

142店舗

ᾥНϱϼ χ ︡ʾ84店舗

ᾥШϱ˔и χ ︡ʾ12店舗

ᾥϸІЌЭϸ˔Ϭ ρΰθ

︡ʾ

9店舗

Ќϱб όϬЄрФиτ ӛβϥ

3ФжϱІχ Ќϱб

5店舗

200店舗

ᾥꜛ כּ χ ︡ʾ



51アップガレージ事業 収益構造

χᾛ׃ ψʺ ְ ΣϢό׃

FCḩ πβʻ׃

ְ ʾFC ρϜτʺם

ΣϢόECΥ ЎаКиπβʻ

【アップガレージ直営店売上】 【アップガレージFC店売上】

アップガレージ収益

直営店収益 FC関連収益

ロイヤリティ収入
‰× 3.0%

FC店新規出店諸経費
ᴥ ỲʾЄІГЭ

ᵰ

EC手数料
EC ‰× 3.0%

共同広告費
ṛזּ τϢϥỲᶛ

‰

EC ‰

‰

EC ‰

2023/3Ὦṍ 2024/3Ὦṍ 2025/3Ὦṍ 2023/3Ὦṍ 2024/3Ὦṍ 2025/3Ὦṍ

4,848百万円
5,320百万円

25.8%24.6%

17,733百万円17,166百万円

22.3%

直営・FCともに粗利60％をメドに運営

25.6%
22.0%

5,836百万円 19,018百万円

21.5%



地域別売上

関東

56%

ᵤ

11%

ׇ

7%

ựṕ

11%

ỵ◌⁯ʾᴏ

7%
ᵤ ʾ

8%

52アップガレージの顧客層のイメージ

Д˔ЌπϙϥϯАФϹй˔ЅχΣẁ ψʺּכχһῨᴪρжϱЕг˔Ѓ˔πβʻ

һῨᴪ ρжϱЕг˔Ѓ˔ χᶤ›ψʺ͐:͒πβʻ

男女比

男性

93%

女性

7%

顧客属性

顧客

イメージ

ΜαϤΥכּ ΦΥΜʻсϰр

Г˔ЅО˔БϜ τ︡Ϥ Π

οΜϥϯАФϹй˔Ѕπ‰ ל

σ ᾥ Ϭ Ὦ3-5 †ד ʻ

σО˔БϬ ϥⱲϜʺ ᾝ

Ỳᴟπ₰ ϜᶎΤσϯАФϹ

й˔ЅϬ ʻ

ˑχ ᶨτὖꜛ Ϭכּ ʻ

ӗΜЌϱбψECπ ΠϥΥʺꜛ

πῖḊ︡ ψ σΜʻ

ᾥ χϙσϣγʺЀІОχ Μ

ᵤᵰ Ϝ Πʺᴣᶊ Υ‰

ΜϯАФϹй˔ЅχЌϱб Ђ˔

РІϬ ʻ
ᾉᴅ ◕∕

45⅞ ˢ Ộˣ

╦Ἱᾉ╦Ἱ◕∕

50⅞ ˢ︠ ˣ

ỡ† ᶛ

約13,000円
年齢層

30代

23%

50代

27%

60 ˙

3%

˙20

7%

40代

40%

クルマ愛好家 ライトユーザー



53パーツ産業における競争環境

ᴣᶊ ♪χжϱЕг˔Ѓ˔Τϣ Ῠ ϬẐϛϥЫИϯϘπ ῲΨϸН˔ΰοΜϘβʻ

ϷрʾϷТжϱр ЎаКиϬ Πϥάρπʺ᾽ẁϒӗ ḇϬ ằΰϘβʻ

新品カー用品業界との比較

新品カー用品店
ディーラー

チューニング
プロショップ

価格 ○
低い

̚
‰Μ

ṋ
τ‰Μ

新品 ṋ
少ない

̓ ̓

廃版品 ○
可能

ṋ
ᴦ

ṋ
ᴦ

C to C マーケットプレイスとの比較

CtoC
マーケットプレイス

価格
ṋ

CtoCより高い
※価格交渉が不要

̓
ϢϤӗΜ

̞ᴣᶊῖ Υ ϩΰΜ

品質・
トラブル

○
プロが品質を目利き
トラブルにも対応

ṋ
ӗ χᶎ
ⱧּיḧπᵔὨ

保証・
アフター
サービス

○
あり

ṋ
σΰ

取付作業 ○
対応可・試着可

ṋ
ᴂ ᴦ



54アップガレージの在庫管理能力

ʾᵕ σςχ ꜛД˔ЌϬṁτʺ σ ︡ʾ ᴣᶊ Υᴦ πβʻ

ˮ3ΤὮπ Υβϓο ϥ˯ ⌠ϤϬ ◙ΰοΜϘβʻ

ᵃẠχ ︡ Д˔ЌΤϣ σ ︡ʾ

ᴣᶊ▄ χ ᴟτ ῞ʻ
ϬṁτʺᴣᶊϬ τ  ΰʺ∕ᾫ

χ ṍᴟϬᵕ ʻ自社オークションサイトで3

か月以内に在庫をすべて売切る。

買取（査定） 販売

V 買取履歴

V 販売履歴

弊社

データベース

買取履歴

︡ІЌАТᾥ

販売履歴

ᾥ

価格変更

¥10,000 ¥9,000



55アップガレージ事業の店舗のライフサイクル

ṍ Ɫπ3˙5 Υד ρσϥΥʺ ӟ π Ὦ⁷ⱫᴟΥᴦ πβʻ

2˙3 πᵕ ᾋ₅ϛϥθϛʺ ׃ χᶎ Ϝӗ πβʻ

1,000万円

【開店前】

к˔ЖЂϱЖχạυΦ Ὧ

ˢ ʺὺ ˣ

ᾧ Ɫ▀ Ɫʿ2˙3 ד

ᵫ Ⱳ∕ᾫʿ 1.5~2 ד

初期投資（出店コスト）

2,000～3,000万円

【開店後】

ṍ Ɫ

-2,000～

3,000万円

-2,000万円

2,000万円

-1,000万円

3,000万円

ῇχ 2˙3 πʺ ṍ ⱢϬᵕ ᴦ ʻ

ỡ σ π 1.2~2.4ᴑדʺְỘ 10̋׃

ˢ Ψˣʻ

出店後の平均的な業績

年商1.2~2.4億円

店舗の看板効果は

時間とともに売上増 収益の安定化

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目



56中古パーツ産業の市場規模

ᾥϸ˔ χ◕ ṛ ψʺ 684ᴑדʺ 3̋ πβʻТзЫϯФзχֲốτϢϤʺ

зг˔І◕ ϒχ╥ᴥּיΥ ˑ ᴥΰοΜϘβʻИАЎЕАФχЪЅЄдрϬ

ᶎ ΰοΜϘβʻ

弊社の買取対象となる

新品カー用品

6,500億円
⁯ χ ϸ˔ ◕ ṛ ψЮ˔ϸ˔⁯

ᴻỲᶛЦ˔ІπЮϱрЌ˔ϿАЕˢЌϱбʺ

ԁ ʺЗРʾϷ˔ДϰϷṐṀˣψ 6,500

ᴑדχ◕ ṛ ʻ

Ќϱб 3,753ᴑד

ԁ 2,745ᴑד

ЗРʾϷ˔ДϰϷṐṀ 84ᴑד

合計 6,582億円

中古カー用品

̞ ʿ зТ϶˔Э▀Ộ זּ зЂϱϼи
ˮзг˔ІД˔ЌУАϼ2024˯

ТзЫϯФз ẉτϢϥзг˔І◕ χ ᶈ ʻзг˔Іϒχ

М˔Жиχ ᴞʻ χḊỲʺḕẽ И˔Їχ‰ϘϤσςτ

ϢϤʺάϦϘπ ήϦοΜθ Υ ᾥϸ˔ ◕ τ ΰʺ

◕ ṛ ψᶈ ʻ

̞ ʿ Ὂↄᾆẕ ꜛ ϯТЌ˔Ы˔ϾАЕכּ 2022
578億円

2018年 2023年…

中古カー用品市場

アップガレージチェーン
（直営＋FCの売上高）

684億円

当社
シェア

36.3%248億円

…

603億円

2020年



2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

220億円

167店

230億円

172店
179店

57アップガレージの成長戦略 新規出店①

ḧπ ְ3-͑ ʺFC7-10 χ ṛ Ϭ τם ϛʺ⁯ 300 Ϭ ◙ΰϘβʻ

Ὂᾓ πʺỘᵦ ᾋχΚϥFCϷ˔З˔ τϢϥ ᵫϜ ΰοΜϘβʻ

ԁ ╣ᾉӟᵰχ ӽψʺ

Ὂְ χ‰ΜFCϷ˔З˔ Υ

ớ τ ᵫʻ

主要FCオーナー様の店舗数

Hּזˢ ϵзϯˣ 8店舗

Aּזˢ ϵзϯˣ 7店舗

Mּזˢḩ ϵзϯ) 7店舗

売上高

店舗数 店舗当たり売上

ṛ

直営3~5店舗

FC7~10店舗

1 θϤ

平均1.2億円

134億円

92店

147億円
154億円

164億円 160億円 163億円 169億円
177億円 178億円

190億円
178億円

201億円

100店
109店 113店

122店 129店 133店 137店 142店 149店 156店 160店

ְʾFC›ὓ

Ấ

248億円



58アップガレージの成長戦略 新規出店②

ίϵзϯψЖЬЗрЕ χ ᴮϬᾋớϛο Ϭᾁ ʻ

∕ᾫ ʺ ְ֫ Ԍχᶎ ʾӾ ρΜΞ χ Ὧρ χНжрІϬρϤννᶈ ΰʺ

ṛ ϵзϯτ ᾥО˔Бχ ḕЫ˔ϾАЕϬ ΰϘβʻ

Ԍ2˙3זּ ρϯиНϱЕπ ְ֫

運営人員

к˔ЖЂϱЖʾϱрЌ˔ựΨχạ Φ Ὧ( ● ʾЖжАϽІЕϯ )Ϭ Ἰסּ

ターゲットとなる物件

ὺ ʺ ϒχ ṍ Ɫψ2,000~3,000 ד

新規出店コスト

400˙500 100~200 כּ 15˙30

⁯ χ ᴦ ϵзϯψ400 χᾋ ΰ

︠σ ʿ ▀ḩ ʾὺ ᵠ ʾּכ САЕσςχᾧ Ɫ▀ Ɫ



59アップガレージの成長戦略 新規出店③

Ⱳχ∕ᾫ ϛΥ ṛ χᴿ πβʻ πχᾤ ︡ếᴟτᴥΠʺ Τϣχ ︡и˔ЕϬ

ᶈ ΰʺ ṛ χᴥ τὌΫϘβʻ

プレオープン

FC Τϣ∕ᾫằẚʻ

ФйϷ˔ФрⱲτ “ ︡Ϝ

“ΞʻϽжрЖϷ˔Фрῇψ

ӽ πχ ︡ʾ

ЂϱϼиϬᵕβθϛʺ ớ τ

︡ ʻ

店舗における買取強化策

グランドオープン

GBPˢGoogle Business Profile) χ

ῢЀЬᶍ ʺLINE Ϭ

το︡ Ϛάρπʺ᾽ẁ

ρχḩἰ  Ϭ“Μʺ ︡ϒ

νσΫϥʻ

バイヤー研修強化

Нϱб˔ᾆ Ϭ2ΤὮτ͍ᵕχЧ˔Іπם☼ʻ

︡Ὧ Ω ᴟχθϛʺṁ ẁΤϣ

꜡χ ϘπϬ“Ξʻ

本部での買取強化策

個人ユーザーからの買取

ДЅЌиЫ˔ϾГϰрϽЎ˔ЭϬ6 τ ếʻ

SNSЫ˔ϾГϰрϽếᴟϞGBP(Google 

Business Profile) ‰ ᴣᶍ σςΥʺ2021 ψ

10̋χ ︡Ὧ ᴥτṄ ʻ

法人からの買取

5 χ ṛᵫ Ў˔ЭϬ ΰʺ

ꜛ ḩכּ ỘּיϒχϯФк˔Ўʻ

⁯ Ω ︣ẘ ᾥּכДϰ˔ж˔ΰΪτ

︡ LINEϬᵫ ΰʺ ṛ︡ԏᵫ◐ʻ

在庫確保

在庫確保

新規出店直後でも

豊富な品揃えを目指す



60アップガレージの成長戦略 人材戦略

ỡ σ ψ Ԍ2˙3זּ ρϯиНϱЕπְ֫ΰϘβʻ 30 χ ⅜ Ϭם☼ΰʺ

τ σ ∙χᶎ ʾӾ Ϭ“ΜϘβʻ

⅜ χ Ϭếᴟΰννʺꜛּזχ ∙ ᵒЂ˔РІϬ

αθ⅜ ẉόзТϮжи⅜ Ϝᶨ ʻ

10 ӟ τϩθϤ ỘԌ ₰Ϭם☼ΰʺ

Ⱨ ᴣʾỘ ḕẽ τ ʻ

【今後の従業員推移イメージ】

2024 2025 2026 2027

今後も毎年30名程の
新卒採用を実施

店舗スタッフ 本部スタッフ 従業員合計 新卒入社

2021年
3月期 102 71 173名 23名

2022年
3月期 116 72 188名 31名

2023年
3月期 118 85 203名 26名

2024年
3月期 110 87 197名 34名

2025年
3月期 118 90 208名 24名



61

アップガレージが展開する

新品タイヤ販売チェーン



62従来の新品タイヤ購入時のお客様の悩み

タイヤ交換の値段が不透明

車に合うサイズがわからない

価格が高い

選択肢が多すぎる



63顧客課題の解決 タイヤ流通センターの事業内容

ᴣᶊ σЄрФи͏ФжϱІʺЌϱб︡ ʾῖḊЂ˔РІϬϷржϱр ằΰοΜϘβʻ

ꜛ כּ Ῥ ϞϹЊзрІЌрЖ ϒϜʺFC ᵫΣϢόЌϱбᴙ Ϭ“ΜϘβʻ

ダイヤモンド・プラチナ・ゴールドの3プライスでオンライン集客から予約まで

ᴥ ϒψʺ זּ ḼᵊⱧỘ Τϣ ЌϱбϬ

ל ♪

¥18,900~
4本
セット

ˢ ₅¥20,790˙ˣ

ダイヤモンドプラン

ӗή ♪

¥8,900~4本
セット

ˢ ₅¥9,790˙ˣ

ゴールドプラン

ᴣᶊρ χНжрІל ♪

¥16,900~4本
セット

ˢ ₅¥18,590˙ˣ

プラチナプラン

全国200店舗を展開 ̞ ψ ְ ʾFCḯϚ2025 3Ὦ Ⱳ χ



64タイヤ流通センターの事業収益構造

ψʺFCᴥ׃ ΤϣχкϱбзГϰ ρЌϱбχ Τϣ ΰϘβʻ

FC加盟店数 ロイヤリティ5万円/月

FC加盟店からのロイヤリティ収入

予約件数 タイヤ卸売価格

タイヤ販売による売上

кϱбзГϰ



65ITを駆使した送客方法

タイヤ流通センターのWEBサイトから送客を行います。

Ќϱб ЈрЌ˔πψʺΣẁ ΥWEBЂϱЕΤϣ ϬΰθϣʺΚρψ︣ϐϣπΣựΨχ τ

ΰΤΞιΪπЌϱбῖḊΥπΦϥ簡単WEB予約システムを導入しています。



2019/3ṍ 2020/3ṍ 2021/3ṍ 2022/3ṍ 2023/3ṍ 2024/3ṍ 2025/3ṍ

66タイヤ流通センターの成長戦略 ①

ꜛ כּ Ῥ ϞϹЊзрІЌрЖΰΪτʺ ḧ30 ˢ3ᴑד / ˣϬ ρΰοʺ

FCᴥ Ϭᵫ ΰϘβʻ

年間30店舗（3億円増収/年）目標

ᴥ

92店

153店
155店

169店
182店 187店

200店



67タイヤ流通センターの成長戦略②

ṛᵫ Ў˔ЭϬ ΰʺ ṛ Ўϴ˔р Ϭ τ ṛᵫ ϬΰοΜϘβʻ

Ђ˔РІρχϼкІЈиϬ“ΞάρπʺϽи˔Ф χ ΰ τ︡Ϥ ϙϘβʻ

新規開拓チーム

ꜛ Ộᵦτכּ ΰθϺа

зϯ20 Ϭ ΠϥЦГжр

ϬḯϚ3 χ ṛᵫ Ў˔Э

Ϭ ʻ

∙ ᵒЂ˔РІʺ Ф

жАЕТ϶˔ЭϬ Ϥῢτ

ṛᵫ Ϭ“Ξʻ

他サービスのクロスセル

σ ︣ πΚϥꜛ

כּ ●σςꜛ Ộᵦכּ

τ ᴟΰθ ∙ ᵒʻ

ṌτКАЕм˔ϼϬῲΨ

ⱱμοΜϥ ṛ Ўϴ˔р

ϬЮϱрЌ˔ϿАЕτ

ṛְỘᶨ Ϭ“Μʺ῟

τᴥ Ϭ Ϟβʻ

対象新規顧客

ϬԁᾕḚ πΦʺITᴟ

Ϭ βϥФжАЕТ϶˔Эʻ



68

主にFC加盟店及び中古車業者へ向けた、

新品カー用品、バイク用品の卸売販売業



69自動車部品業界の受発注方法の課題

ᾥּכ ʺꜛ כּ Ῥ πψʺЭзʾЭЍʾЭжσỘ Υ╩ᾋήϦʺITʾDXϬᶨ ΰθỘ

ᵠ Υ ϭπΜϘδϭʻ

ФжАЕТ϶˔Эˢ˹КϼІзрϼˣτϢϥ

ԁᾕḚ τϢϤʺ᾽ẁᴿ ϬᵔὨʻ

電話・FAXでの受発注

による煩雑さ

中古車販売店、自動車整備工場の課題例

膨大なパーツによる

適合性の複雑さ

納品管理、支払管理に

かかる多大な人件費

納期の不透明さ

アップガレージグループ
流通企画事業本部



70受発注プラットフォーム 事業の事業内容、構造、強味

ᾥּכ ʺꜛ כּ Ῥ ϒ ФжАЕТ϶˔ЭϬ ằΰʺԁᾕḚ τϢϥ⌠Ộχḛ ᴟʺ

Ч˔О˔йІᴟσςτϢϥỘ ᵠ ϬםᾝΰϘΰθʻ

ÅΣ︡ԏḼỘτ›ϩδθ

ЂϱЕϬ ằ

Å ʾ χІГ˔ЌІϬ

ЂϱЕ πԁᾕḚ

Åꜛ כּ τ ΰθІЌАТ

τϢϥ Μ›ϩδ ῢϬ

ˢЀ˔иЈрЌ˔Ṑ ˣ

ÅΣ︡ԏḼỘχṁḅЄІГЭρχ

Д˔Ќ ὀˢᵫ ˣ

ÅὊ χḛ ᴟ

受発注プラットフォーム



71

ᶆЮ˔ϸ˔ρχΣ︡ԏϬʺ ФжАЕТ϶˔ЭπԁᾕḚ βϥάρΥᴦ πβʻ

受発注プラットフォーム 事業の事業内容、構造、強味



72受発注プラットフォーム事業の収益分解

ớ׃ ᴟχθϛτʺ ‰ρְỘ ׃ χΰ Ϭ ◙ΰϘβʻ

売上総利益

売上高

売上総利益率導入企業数 購入頻度 購入単価

財務数値

KPI



73受発注プラットフォーム事業の成長戦略

ḼỘ χθϛχ ṛᶍ ᶨ ρ† Ỳᶛ χθϛχ —ְỘϬᶈ ΰϘβʻ

׃ ΰ χθϛχᾖᴣ ᾚϒϜ︡ πβʻ

導入企業数

購入単価/頻度

売上総利益率改善

Ω ︣ ᾥּכДϰ˔ж˔ τ ↄʻ

Ὂᾓʾ ꜡ σְỘЎ˔ЭΥʺ ︣

ᾥּכЎϴ˔р τ ṛᵫ ʻ

ↄḼỘχИ˔Ї ӃΣϢόʺ ӛ

ְỘπχᴣ ằϬ“Μʺ᾽ẁ —Ϭ

◙βʻ

ІϾ˔иЮзАЕϬ ΤΰθЩзв˔

ЭДϰІϸϳрЕπχЀІЕ ᾚϬ

◙βʻ

【サプライヤーの推移（社数）】

2015 2016 2017 2019 2021 2025

ṛᴥ ᴥʺṌ ᴥ χᴶ ϯАФτ ΦΨṄ ʻ

受発注プラットフォームのお取扱い商品数は毎年上昇

341社 391社

619社
671社

251社

681社



74

粗利構造と販管費構造・リスク要因



75グループ各社の粗利構造

粗利率 主な原価

ְ ˢḯϚ͚͘ˣ 60%
ְ֫ ʺО˔Бχ
︡ᾖᴣσς

FCⱧỘʾEC︣
ʾᴥ ỲкϱбзГϰ
ʾEC︣
ʾẶ ῲ⁮

100̋
ΰ
︣ χӮᾖᴣЉк

Ќϱб ЈрЌ˔ⱧỘ 10˙15% ▫ Ϧ

ФжАЕТ϶˔Э 10˙12̋ ▫ Ϧ

40%アップガレージグループ

流通企画事業

アップガレージ事業
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‰τ βϥ Ḛ ψʺ ᴞΰοΣϤϘβʻ

【販管費率イメージ】

Ḛ
ˢ ˣד

˙ϬЮϱрτ20זּ

30 ʻזּ

人件費

ṛ τ Μ ᴥβϥΥʺ

ρΰοψ ΦΨ

βϥᾋ₅ϙ ʻ

地代家賃

Ϸржϱрῲ⁮ϬЮϱрτὋ

ᴞβϥΥʺ ΦΨ ᾋ

₅ϙ ʻ

広告費

EC ᴥτ βϥΥʺ

ρΰοψ ΦΨ

βϥᾋ₅ϙ ʻ

運送費

35.5%

1,610

395
331
348
163

673

1,682

395
389

367
158

660
34.7% 33.5%

3,520百万円 3,653百万円

32.7%

1,722

417
381
352
195

738

3,807百万円 4,101百万円

1,884

448

399
363

244
760 32.4%

4,536百万円

2,066

489

390
382

303
903



77リスク要因

【新規出店に関するリスク】

概要 発生可能性 影響度 対応策

仕入れ（買取不足）
︡ΥπΦσΜάρτϢϥʺ∕ᾫ
Υ ʻ

ṛ τϢϥ σ ︡ЎаКиχᶈ ρʺ ︡χθϛχῲ⁮
ᴞπӗ σ ︡Ϭᶎ ʻ

新規出店
ṛ ὯΥ οάγʺ ṛ
τϢϥ χ ᴟʻ

ᵫ ϒχ σ ∙ ʻ

人材不足
ʾⱧỘᶈ ὓᵊτ ΰοʺ σ
Ԍᶎ Υ₉ ʻ

ὓᵊ τ ʾṌ ⅜ Ϭם☼ʻϘθʺ ∙Ӿ ϒϜ τ ⱢϬ
“Ξʻ

【その他のリスク要因】

概要 発生可能性 影響度 対応策

長期在庫
ṍ∕ᾫ τϢϥⱢỲ῟ χӂᴟΰʺ
НжрІЄ˔ЕΥӂᴟβϥʻ

◕ ḗ♪ρ ᴣᶊχḚ Ϸ˔ϼЄдрπχזּꜛʺ Ϥ π
ṍ∕ᾫ Ϭ ʻ

地政学リスク
ἷЀкЗϳϱиІχ τϢϥкАט
ϼЍϳр ʻ

χЂФжϱб˔Ϭ ϞβάρπʺзІϼ ╩Ϭ“Ξʻ

競合1 ϸ˔ χзг˔ІỘᵦ ʻ
Ộӟ ήϦθД˔Ќ˔Ц˔Іρ ρӸΞϷЧй˔Єд
рτϢϥʻ

競合２
CtoCЫ˔ϾАЕФйϱІΥ ᾥϸ˔
τ ʻ

ʾФкτϢϥ ᶎל πӗ ʾӗ Ϭ ằʻϘθʺ︡ Ϊ⌠Ộ
Ђ˔РІϜᴦʻ

自動車の技術革新
（EV化等）

︡ӌΜ χ ᴟʻ ṛⱧỘʾЂ˔РІᵫ Ϭ“Μʺ◕ ḕẽχ ᴟτ ᴂʻ
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ÅᾝⱲ πψʺ ⱢτϢϥⱢỲ ψ πβʻ

ÅꜛᾪⱢ ρ χ׃ Ӥπʺ ṛ ʾ ṛⱧỘ ϒχ ⱢϬ“ΜϘβʻ

Å1 ΥσΨσμοϜʺⱧỘϬὋ πΦϥιΪ Ỳ ρּס ψ

ᶎ ΰοΜϘβʻ

ÅְỘ ׃ 10̋χ ṍ τϢϤROEs 2025/3ṍʿ18.2̋ˣχΰ Ϭ

◙ΰϘβʻ

資本政策

Å ΰψ30̋Ϭ ρΰϘβʻ 

Åˮ∞ χӗל ʾếᴟϬ ϥθϛχ χ ẉόˮ˯ם ṍ

σⱧỘὓᵊτṁξΨ Ɫᶛ˯ Ϭ᷈ӛΰθΞΠπὨ ΰθϜχ

πβʻ

株主還元



79ディスクレーマー

Ɫ τṜ∏ήϦοΜϥỘ ᾋ ΰ χ τḩβϥṜ ψʺ ⧵Ͻи˔ФΥᾝזּ ︣ΰοΜϥ

ẉό› πΚϥρ βϥԁ χ τṁξΜοΣϤʺζχ Ϭ Ͻи˔Фρΰοזּ

βϥ ☿χϜχπψΚϤϘδϭʻ 

Ϙθʺם∑χỘ ψʺ ˑσ ԍτϢϤ ΦΨӰσϥᴦ ΥΚϤϘβʻ

ψ2021זּ 12Ὦ23 τ Ằ ὴ︡ԏ JASDAQs ІЌрЍ˔Жˣτ ΜθΰϘΰθʻ

Ɫ τṜ∏ήϦοΜϥᵃ ם τνΜοψʺ πΚμθθϛʺ

ḗ₰ χḗ₰Ϭ ΪοΜσΜ Υԁ ḯϘϦϥ ›ΥΚϤϘβʻ

Ɫ τḯϘϦϥ ӟᵰτḩβϥזּ ψʺԁ τ῝ χ τӢẤΰοΜϘβʻ
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